
Multiple Targets.  
Same Results.

カタログ&手術手技

Signatureグレノイド
ガイドシステム
（Comprehensive Total Shoulder及び
　　　　　Reverse Shoulder System用）
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THE SIGNATURE GLENOID SYSTEM

患者さんの骨モデル

アナトミカル型人工肩関節用
ガイドピンホール

リバース型人工肩関節用
ガイドピンホール

個々の患者さんに対する特注ガイド 

各症例ごとの術前計画を遂行するために作成された Signatureガイドとと
もに、執刀医に各患者さん自身の形状通りに作成された骨モデルを提供し

ます。骨モデルにより、執刀医は術前の評価および術中の検証が可能にな

ります。
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Multiple Targets. Same Results.

 -1.6°
Average  
Version

Average  
Inclination

Average Insertion 
Point

実証結果 1）

 0.9° 1.4mm

* マイナスの値は後捻を示し、正の値は上方傾斜を示します。 
**Zimmer Biomet 社保管データ。ベンチテストは必ずしも臨床成績を示すものではありません。

執刀医による設計、患者さんへの高い適合性
Signatureグレノイドガイド システムは患者個別の術中ポジショニングガ
イドで、アナトミカル型人工肩関節全置換術およびリバース型人工肩関節

全置換術での個別のカスタムアプローチを提供します。解剖学的構造に基

づき 3D-CT画像から作成されたガイドは、各症例に合わせたアナトミカ
ル型人工肩関節およびリバース型人工肩関節の両方においてピンポイント

の正確さを提供します。
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Multiple Targets. Same Results.

インタラクティブな術前プランニング  

•  アナトミカル型人工肩関節全置換術およびリバース型
人工肩関節置換術の両方において患者個別の画像解析

を行えます。

•  プランニングシステムは、各インプラントの位置、向
きおよびサイズの詳細を提供します。

•  執刀医により変更が加えられた術前計画をもとに、患
者個別のカスタムメイドのガイドが作製されます。

•  本ソフトはお手持ちの PCもしくはタブレットにて、
いつでもどこでも確認修正ができます。
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LET SIGNATURE GUIDE YOU

Reverse Plan

Anatomic Plan

Patient ID: LWNielso-0730LSA-JWS

Signature™ Personalized
Patient Care

 

Glenoid Guide

Signature™ Contact Information
Phone: 574-371-3710
Email:signature@biomet.com

Patient Information
 

Patient ID: LWNielso-0730LSA-JWS   
Surgery Date: 2013-Dec-27 Plan Date: 2013-Dec-04
Surgeon Name: John W Sperling Operative Side: Left

 

The information and images shown below detail the trajectories for both anatomic TSA and reverse TSA as determined by the planning algorithm and surgeon preferences (if applicable).  Please
keep in mind that the final guide does not control ream depth, but for reference, the TSA glenoid implant, reverse TSA baseplate, and central screw are shown at an estimated ream depth along
the indicated trajectory.  Please review the trajectories and indicate any changes before approving and submitting to Biomet.
Based on the CT scan provided, the below data and implant sizes were determined:

 

Anatomic Shoulder Arthroplasty
The glenoid guide will be used to place the Steinmann pin for Anatomical Shoulder Arthroplasty.

WARNING: Implant size overhangs glenoid fossa and perforates the glenoid vault

Glenoid Fossa View Coronal View  

Implant Size: LG

 

 Planned Adjustment
A/P Shift (mm): 0 0

I/S Shift (mm): 0 0

Version Adj (°): 0 0

Inclination Adj (°): 0 0

Transverse View

 
 
 

Reverse Shoulder Arthroplasty
The glenoid guide will be used to place the Steinmann pin for Reverse Shoulder Arthroplasty.

 

Patient ID: LWNielso-0730LSA-JWS

Glenoid Fossa View Coronal View
Baseplate Size: 25mm
Central Screw Size: 20mm

 

 Planned Adjustment
A/P Shift (mm): 0 0

I/S Shift (mm): 0 0

Version Adj (°): 0 0

Inclination Adj (°): 0 0

Transverse View

 
Signature Personalized Patient Care Approval Summary

 
 

Patient ID: LWNielso-0730LSA-JWS Surgery Date: 2013-Dec-27 Operative Side: Left

Anatomic Reverse
Implant Size: LG Baseplate Size: 25mm

Central Screw Size: 20mm

 Planned Adjustment Approved
A/P Shift (mm): 0 0 0
I/S Shift (mm): 0 0 0
Version (°): 0 0 0
Inclination (°): 0 0 0

 Planned Adjustment Approved
A/P Shift (mm): 0 0 0
I/S Shift (mm): 0 0 0
Version (°): 0 0 0
Inclination (°): 0 0 0

 
 All trademarks herein are the property of Biomet, Inc. or its subsidiaries unless otherwise indicated.

 • This material is intended for the Biomet Sales force and physicians only and is NOT intended for patient distribution. It is not to be redistributed, duplicated or disclosed without the
expressed written consent of Biomet.

 • For product information, including indications, contraindications, warnings, precautions and potential adverse effects, see the package insert and Biometʼs website.

 

The Signature guide does not control ream depth. The TSA glenoid implant, reverse TSA baseplate, and central screw are shown at an estimated ream depth along the indicated trajectory. The
final decision regarding ream depth must be made at the time of surgery.

 
 



Signatureガイド作製の流れ

Signatureグレノイドガイドシステムには、以下のものが含まれます。

•  双方向のユーザーフレンドリーな術前プランニングシステム
•  症例ごとの解剖学的構造を再現する骨モデル
•  グレノイドに設置するインプラントの術前 3D表示
•  アナトミカル型及びリバース型人工肩関節全置換術のためにプランニングされる
　症例個別・専用のガイドピン挿入用ガイド

•  Signatureグレノイドガイドプログラムの技術的サポート

ジンマー・バイオメット　Signatureサポート

03-6402-6789 jp.signature@zimmerbiomet.com

放射線科 整形外科（執刀医） Zimmer Biomet

手術実施

※ 完成まで数日を
要します。

約4週間

1.5～ 2週間

「肩峰の上から肩甲骨
下端までの Axial断面
スライス厚 0.625mm」

詳細は別紙 CTスキャン
プロトコル参照

1～ 2週間

対象症例
CT画像撮影

専用システムに
画像をアップロード

オンラインシステム
上でプランを確認

デフォルトプラン
を作成

Signature Guideの
製造及び出荷
（1週間）

プラン修正後
承認

1W

2W

3W



適応
Signature グレノイドガイドシステムは、術前 CT 画像スキャンによって特定できる肩関節の解剖学的ランドマークを用い、術中のグレノイドコンポー
ネントの良好なポジショニングをサポートするデバイスとして使用することを目的とします。
Signature グレノイドガイドシステムは、コンプリヘンシブショルダーシステムのグレノイド側専用手術器具を正しく使用するためのものです。
Signature グレノイドガイドは、単回使用品です。
この手術手技は、John Sperling, M.D.、Prof.Simon Frostick、Jason Hurst, M.D. および Thomas Throckmorton, M.D. によって利用されています。
Zimmer Biomet は、このデバイスの製造業者であり、医療に従事していないため、このデバイスおよび手技を推奨するものではありません。
各執刀医が、各患者さんに用いるのに適切なデバイスおよび手技を決定する責任を担っています。

手術手技　目 次

症例ごとにカスタマイズされたガイド   8

ランドマークと肩甲骨平面の同定   8

グレノイド中心の同定   8

傾斜及び後捻    9

レビューツール    10

グレノイドガイドおよび骨モデル    10

Signatureグレノイドテクニック   12

グレノイドの展開および軟部組織の除去    12

ガイドのポジショニング   13



症例ごとにカスタマイズされたガイド
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ランドマークと肩甲骨平面の同定
Signatureグレノイドシステムは、従来の
確立された手術プランニング法と組み合わ

せることで更なる術前プランニングの充実

を図ります。肩甲骨平面を同定するために、

3D CTスキャンを参照して最初に主要ラン
ドマークの位置を定めます。これら 3つの

点には、グレノイドの中心、肩甲棘と内側

縁の交点および肩甲骨の下角が含まれます

（図 1）。

グレノイド中心の同定
アナトミカル型人工肩関節では、スタイマン

ピンの挿入点を決定するために、グレノイド

表面の上下軸（縦径）及び前後軸（横径）の

最長測定値を選択してグレノイドの中心を見

出します。リバース型人工肩関節用ベースプ

レートでは、グレノイドの下縁を目安とし、

次にミニベースプレート（25mm径）または
スタンダードベースプレート（28mm径）の
中心までの距離を上方に測定して挿入点を見

出します（図 2）。

注
リバース型の場合、日本においてはグレノ

イドベースプレート固定用のセントラルス

クリューをグレノイド側の骨量が多く良質

な位置に挿入し圧迫固定を得ることを優先

するため、ベースプレート設置位置はグレ

ノイド下縁ではなくグレノイド中央やや下

方を推奨しております。

リバース型の中心

28mm
ベースプレートの
中心位置イメージ

14 mm 12.5 mm

28mm
ベースプレート

ミニ 25mm の
中心位置のイメージ

肩甲棘と内側縁
の交点

肩甲骨の下角

計算されたグレノイド
の解剖学的中心

図1

図2

アナトミカル型の中心

上下長測定値

前後長測定値

解剖学的中心

ミニ 25mm
ベースプレート
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傾斜および後捻
これらのランドマークを組み合わせること

により、ニュートラル（0°）の後捻位置に

インプラントを配置した肩甲骨平面が得ら

れます。グレノイド中心と肩甲棘と内側縁

の交点を結んだ軸に対して、データベース

のグレノイド傾斜平均値である 8°下方に傾

けた軸を患者個別のアナトミカル型専用の

軸と規定します（図3上）。リバースの場合は、

このアナトミカル型専用の軸に対して 10°上

方に傾けた軸が初期（デフォルト）設定で

す（図 3下）。

※スタイマンピン挿入位置は、ベースプレー

トサイズ及び位置により変更されます。

8º

肩甲棘と内側縁の交点

アナトミカル型の前後捻軸
のポイント

これがアナトミカル型専用の軸になります

アナトミカル型の場合

10º

リバース型の前後捻軸
のポイント

解剖学的中心

リバース型の中心ポイント
（スタイマンピン挿入位置）

リバース型の場合

図3

アナトミカル型専用の軸 

8º

アナトミカル型の
中心ポイント（ス
タイマンピン挿入
位置）
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症例ごとにカスタマイズされたガイド

レビューツール
執刀医はインターネット上のサイトを利用

することで、あらゆるコンピュータ、タブ

レットまたはスマートフォンから症例ごと

に術前計画を確認することができます。プ

ランニングは、各インプラントの規定の位

置、向きおよびサイズの詳細を示したアナ

トミカル型及びリバース型の患者個別の画

像を示します（図 4～ 5）。また、さらなる

レビューのために双方向で確認・修正作業

が可能なプランニングシステムを使用する

ことも可能です。

執刀医は、プランニングシステム上で各インプ

ラントの位置や向きを変更して、計画を更新す

ることができます。Signatureサポートチーム
がガイドを作製する前に、執刀医は最終設計仕

様を承認する必要があります。

グレノイドガイドおよび骨モデル
作製されるガイドが確実に使用予定症例と

適合するように標準マーキングが各ガイド

および骨モデルに組み込まれています。

サムレスト（Signatureガイドで母指を載せ
られる部分）は、特にグレノイド面でガイ

ドの適切な設置をサポートするために設計

されています。ビューイングウィンドウは、

ガイドをグレノイド面に対して適切に設置

するために設計されました。

Signatureガイドと共に、執刀医は症例ごと
の骨モデルを受け取ります。ガイドと骨モ

デルはいずれも、滅菌可能な材料で構成さ

れ、単回使用のディスポーザブル器具です。

（ガイド及び骨モデルは高圧蒸気滅菌対応可

能です）

ガイドにはリバース型人工肩関節手術での

使用を特定するために、「REVERSE」とい
う名称が下方のピンホールに明示されます

が、アナトミカル型人工肩関節手術で使用

する上方のピンホールには、患者さんのイ

ニシャルが明示されます（図 6～ 9）。

Patient ID: LWNielso-0730LSA-JWS

Signature™ Personalized
Patient Care

 

Glenoid Guide

Signature™ Contact Information
Phone: 574-371-3710
Email:signature@biomet.com

Patient Information
 

Patient ID: LWNielso-0730LSA-JWS   
Surgery Date: 2013-Dec-27 Plan Date: 2013-Dec-04
Surgeon Name: John W Sperling Operative Side: Left

 

The information and images shown below detail the trajectories for both anatomic TSA and reverse TSA as determined by the planning algorithm and surgeon preferences (if applicable).  Please
keep in mind that the final guide does not control ream depth, but for reference, the TSA glenoid implant, reverse TSA baseplate, and central screw are shown at an estimated ream depth along
the indicated trajectory.  Please review the trajectories and indicate any changes before approving and submitting to Biomet.
Based on the CT scan provided, the below data and implant sizes were determined:

 

Anatomic Shoulder Arthroplasty
The glenoid guide will be used to place the Steinmann pin for Anatomical Shoulder Arthroplasty.

WARNING: Implant size overhangs glenoid fossa and perforates the glenoid vault

Glenoid Fossa View Coronal View  

Implant Size: LG

 

 Planned Adjustment
A/P Shift (mm): 0 0

I/S Shift (mm): 0 0

Version Adj (°): 0 0

Inclination Adj (°): 0 0

Transverse View

 
 
 

Reverse Shoulder Arthroplasty
The glenoid guide will be used to place the Steinmann pin for Reverse Shoulder Arthroplasty.

 

Patient ID: LWNielso-0730LSA-JWS

Glenoid Fossa View Coronal View
Baseplate Size: 25mm
Central Screw Size: 20mm

 

 Planned Adjustment
A/P Shift (mm): 0 0

I/S Shift (mm): 0 0

Version Adj (°): 0 0

Inclination Adj (°): 0 0

Transverse View

 
Signature Personalized Patient Care Approval Summary

 
 

Patient ID: LWNielso-0730LSA-JWS Surgery Date: 2013-Dec-27 Operative Side: Left

Anatomic Reverse
Implant Size: LG Baseplate Size: 25mm

Central Screw Size: 20mm

 Planned Adjustment Approved
A/P Shift (mm): 0 0 0
I/S Shift (mm): 0 0 0
Version (°): 0 0 0
Inclination (°): 0 0 0

 Planned Adjustment Approved
A/P Shift (mm): 0 0 0
I/S Shift (mm): 0 0 0
Version (°): 0 0 0
Inclination (°): 0 0 0

 
 All trademarks herein are the property of Biomet, Inc. or its subsidiaries unless otherwise indicated.

 • This material is intended for the Biomet Sales force and physicians only and is NOT intended for patient distribution. It is not to be redistributed, duplicated or disclosed without the
expressed written consent of Biomet.

 • For product information, including indications, contraindications, warnings, precautions and potential adverse effects, see the package insert and Biometʼs website.

 

The Signature guide does not control ream depth. The TSA glenoid implant, reverse TSA baseplate, and central screw are shown at an estimated ream depth along the indicated trajectory. The
final decision regarding ream depth must be made at the time of surgery.

 
 

図4

図5

アナトミカル型のプランニング

リバース型のプランニング
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ビューイングウィンドウ

患者さんID

後方

図6 図7

図9図8

リバース型
ガイドピンホールサムレスト

アナトミカル型
ガイドピンホール

関節窩位置決め
ポイント

前方

烏口突起と
関節窩の結合部

ビューイングウィンドウ

アナトミカル型
人工肩関節用
ガイドピンホール

リバース型
人工肩関節用
ガイド
ピンホール

患者さんID

リバースガイド
ピンホール識別印

ベースプレート
サイズ（25または28㎜）

患者さんの誕生月

患者さんの誕生年

術者イニシャル

患者さん個別の形状

術者
イニシャル
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Signatureグレノイドテクニック

グレノイドの展開および軟部組織の除去
Signatureグレノイドガイドは、デルトペクトラ
ルアプローチにてグレノイド、前縁 /下縁およ
びグレノイド烏口突起接合部を展開する方法に

対応するために設計されました（図 10）。グレ

ノイドの展開完了後、ガイドの適切な設置およ

びアライメントを確保するのに必要なだけ軟部

組織を除去することが重要です。

Signatureガイドの最適な適合および配置を可
能にするために、グレノイド内およびグレノイ

ド周囲の軟部組織を除去し、解剖学的形状を把

握します。特に、グレノイドの前縁および下縁、

すなわち右肩ではおおよそ 1時から 6時までの

位置にある関節包・関節唇を除去します（図

11）。必要に応じて、グレノイドの前縁および下

縁の周囲の関節包をさらに分離切除しながら進

みます。ガイドは適切に配置されると、グレノ

イド面およびグレノイドの前縁に対してぴった

りとフィットします。

注
関節唇の除去に、電気メスを用いることができ

ます。これは、適切な位置決めに必要な骨ラン

ドマークを残すために役立ちます。

注
Signatureグレノイドガイドは、グレノイドの前
方骨表面に設置するよう設計されています。し

たがって、ガイドを作製するために参照した骨

棘や骨ランドマークを除去しないでください（図

12）。適切な設置確認が出来たら、ガイドはグレ

ノイドにしっかりとフィットします（図 13）。

図10 図11
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ガイドのポジショニング
サムレストは、母指の圧がガイドのこの点に直

接加わるとき、最適になるよう設計されました

（図 12）。ガイドを骨に固定し、スタイマンピン

を挿入する際、必ず上方 /後方に十分な圧を加
えてください。

前方のビューイングウィンドウは、Signatureガ
イドが完全に嵌め込まれていることを確認する

視覚的チェックを可能にします（図 12の差し込

み図）。

注
Signatureグレノイドガイドは、術前手術計画を
再現するために設計され、作製されます。術中、

関節包などの軟部組織を適切に評価しながら最

終的なコンポーネントの位置を評価する必要が

あります。

術中に無菌マーキングペンを使用して Signature
グレノイドガイドの輪郭を描いた後、提供され

た骨モデルを参照してガイドの配置を比較する

ことができます（図 13）。

図12 図13
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Signature グレノイドテクニック

図14 図15

リバース型人工肩関節用の
ガイドピン挿入方向

アナトミカル型人工肩関節用の
ガイドピン挿入方向

適切な位置にガイドを設置したら、適切なピン

ホールを確認します。アナトミカル型人工肩関

節置換術では上方の穴（図 14）、リバース型人

工肩関節置換術では下方の穴を使用し、3.2mm 
スタイマンピンを挿入します。

スタイマンピンのネジの先端が内側皮質骨の壁

を捉えるまで進め、骨内にピンを残します。

注
スタイマンピンを挿入するとき、てこ圧によっ

てガイドの位置がずれないよう注意を払う必要

があります。

Signatureグレノイドガイドをグレノイド縁から
外し、スタイマンピンを介して関節から取り外

します（図 15）。
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図16

以降の手術手技手順は Comprehensive®トータルショルダーま

たはリバースショルダーの手術手技に進みます。
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東京ロジスティクスセンター　〒140-0012

東京都品川区勝島1丁目4番3号 日通大井物流3号倉庫3階

東日本お客様窓口　Tel.03-5404-5655　Fax.03-5404-5666

西日本お客様窓口　Tel.06-6150-7020　Fax.06-6150-7021

営業拠点：札幌、北関東、吉祥寺、横浜、名古屋、岡山、福岡

Ordering Information

カタログ No. 品　名

110004347 Signatureグレノイド CTガイドおよび骨モデル

参考文献：1.　Pietrzak, William S., Ph.D. “Shoulder Alignment Obtained with the Signature Glenoid Guide System: A Cadaver Study.” (2013)

販売名：Signature  グレノイド　ガイド
医療機器製造販売承認番号：22800BZX00031000




